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　毎年増え続けるごみの処分には、自治体も

苦慮していると思います。

　私たちの暮らしの中から出る家庭ごみは、

全国で年間５１００万トン。商店、会社から出

る事業系ごみは、何と４億５００万トンと言わ

れています。

　とにかく世の中のごみが多過ぎます。

　自分の家から毎月の様に出るごみの代表的

な物でも数えたらきりがありません。

　まず、自分の身の回りから、ごみと資源ご

みから分けることから始め、自己努力で素材

別に分別し、町で実施している危険物収集、

粗大ごみ収集に合わせて、出来る限り処理し

ましょう。

　プラスチック類を燃やすと、ダイオキシン

を始め、さまざまな有害物質を発生させると

して問題になっていますが、塩ビが含まれて

いる、身近なプラスチック製品でも食品トレ

イ・薬の包み・卵のパック等は、資源ごみと

して分ける事を家族全員で習慣にしたいもの

です。

　家庭ごみの半分を占めるのは、生ごみと言

われています。出来る限り水分を少なくし、

体積と重量を半減させるように努め、土に還

元できる物は堆肥にして活用し、それで育っ

た野菜を食べるこにより、食の循環が味わえ

ます。

　また、ごみの出口だけでなく、入口となる

大量生産、大量消費、大量破棄の社会構造も

改める必要があり、私たち一人ひとりが自覚

を持って、ごみのダイエットに取り組み、こ

の青い美しい地球をごみ惑星にしないように、

頑張りたいと思います。　
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ちょっとした工夫の組み合わせ　     ｇ

１００ｇというのは大量な量ではありません。ちょっとした心がけで１００

ｇは簡単に減らせます。※ここまで紹介した重量はあくまで目安です。

大きさ・素材で異なる場合があります。
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青く美しい　　　
　　地球のために
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